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[名古屋大学]

os研 一中野研 合同コロキウム

10月 24日

○物理教室談話会

11月 1日

11月 8日

○応物教室談話会

11月 8日

大 富 賢 一 (中野研 I)2)

ttSolid Hydrogen Halideの相転移に対する1つの

model"

矢 島 達 夫 (物性研 )

【光混合 とその応用 "

深 田 栄 一 (理研 )

"生体高分子の圧電気現象 "

石 橋 幸 弘 (名大 ･工 )

代強誘電体研究における最近の話題 "

- 間接型強誘電体 -

-182-



ブレブリン ト案内

プ レプリン ト案内

[東北大 ･応物 桂研]

A.良.Bishop

A useofBethelatticesolutionsforpercolation-constrainedphenomena

A.良.Bishop

PercolationtheoryandtheIsingmodelforaclassoftriangularcactii

SasukeMiyazima,KazushigelshiiandltiroSyozi

PercolationtheoryinananisotroplCBethelattice

YoshinoriTakahashiandFumiakiShibata

Spincoherentstaterepresentationinno∫一一equilibrium statisticalm∝血anics

I.MannariandH.Hidaka

Random fighttheoryandthemeasurementoffibrelengthwithspecialreferenceto

thelengthorDNA

William G.MaddenandDonaldD.Fitts

Onthecalculationofacorrectedradialdistributionfunction

William G.MaddenandDonaldD.Fitts

A re-examinationoftheHNCtheoryfortheradialdistributionfunction

J.D.GuntonandTh.Niemeller

A modifieduniversalityhypothesisfわrtheeightvertexmodel

L･Gunther,YosephImryandDavidJ.Bergman

BoseEinsteincondensationinoneandtwodimensions

HuzioNakano

Orderofthephasetransitionrelatedtotheinteractionandthedegeneracywith

proposalfor anexactproblem

∫.D.Gunton

A commentonacriticalnullvectorofthen-vectormodel

HazimeMori

StochasticprocessesormacroscoplCVariables
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プレプ リン ト案内

[阪大 ･教養 西山研]

YoshinoriTakahashiandFumiakiShibata

SpinCoherentStateRepresentationinNon-Equilibrium StatisticalMechanics

TakeolzuyamaandMotohikoSaitoh

EffectsofbngRangeCoulombInteractiononthePeierlsInstability

KatsuhkoNagal

CollectiveExcitationsfrom theBalian-WerthamerState

MinoruTakahashi

OntheValidityofCollectiveVariableDescriptionofBoseSystems

MinoruKimura

PossiblePhasesandSomePropertieseoftheOne-dimensionalMetal withtheHalf-

filledBand や

nroshiUeyama

OnStatisticalMechanicsofTime-DependentPhenomenainClassicalSystems

H.Fukuyama,T.M.Rice,C.M.VarmaandB.I.Halperin

SomePropertiesoftheOneDimensionalFermiModel

SatoshiTakada,ItsuoOhnari,HideoKurosawaandYoshmiroOhmura

OntheDynamicsorKDPTypeFerroelectricsI

- acousticanomaly-

[広大 ･理 物性]

49.10.23. Yamad,K.

PerturbationExpansionfわrtheAndersonHamiltonianII

(TECHNICALREPORT OFISSP)SeriesA No.670.

49.ll.13. Izuyama,TakeoandSaitoh,Motohiko

EffectsofLengRangeCoulombInteractiononthePeierlsInstability
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プ レプリント案内

[東大 ･理 久保研]

(200) ll. EditedbyDr.A.M.Stoneham

TheoreticalPhysicsDivisionProgressReportJulytoDec,1973

(201) ll. KatsuhikoNagal

ColiectiveExcitationsfrom theBalian-WerthamerState

(202) ll. D.G.Thouless

CriticalFluctuationsofatypeIIsuperconductorinamagneticfield

(203) ll. MinoruTanakaandYoshmikoFukui

SimulationortheThree-paticleDistributionFunctioninaLong･range

Osc山atoryPotentialLiquid

(204) ll. YoshitakeYamazaki

TheCross-overExponentuptoe3 (e-4-d)byUsingCallan-Symanzik

Equations

(205) ll. ShigetoshiKatsura

Fluid-solidtransitionsofthelatticegases

(206) ll. P.Sz6pfalusyandL.Sasv孟ri

Applicationofthe1/nexpnsiontothecriticaldynamicsofamodel

forstructuralphasetransitions

(207) ll. ∫.D.Gunton

A CommentonaCriticalNullVectororthen-VectorModel

(208) ll. T.Satoh,R.G.Jurriens,K.W.TaconisandR.deBruynl0uboter

CoolingbyCompressionofHe3 intheMixinghamberofanAlternative

LeidenDilutionRefrigerator

(209) ll. L Guntherand∫.Zitkova-Wilcox

TheM6ssbauerEffect:A PotentiallyIdealProbeIntoBrownianMotion

(210) ll. KosakuYamada

PerturbationExpansionfortheAndersonHamiltonianII

(211) ll. TohruOgawa,KunigikoKandaandTakeoMatsubara

Gutzwi11erApproximationforAntiferromagnetism inHubbardModel

(212) ll. L P.Hwang,+C.F.Anderspm andH.L.Friedman

TlleUrselトFunctionStructureoftheMemoryFunction
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プ レプ リン ト案内

(213) ll. H.∫.CarmichaerandD.F.Walls

TWO-TIMEAVERAGESAND THEPRINCIPLEOFDETAILED IiALANCE

FOR OPEN MARKOFFIAN SYSTEMS.

Ⅰ.- CLASSICALFORMALISM

(214) ll. KlausHepp

TWO MODELSFOR JOSEPHSON OSCILLATORS

(215) ll. KlausHepp

THE ONSAGER RELATIONSFOR QUANTUM SYSTEMSWEAKLY

COUPLED TO KMSRESERVOIRS

(216) ll. J.D.GuntonandTh･Niemeljer

A ModifiedUniversalityHypothesisfortheEightVertexModel

(217) ll. D.BedeauxandP.Mazur

A GENERALIZATION OFFAX6N'STHEOREM TO NON STEADY

MOTION OFA SPHERETHROUGH A COMPRESSIBLE FLUID IN

ARBITRARY FLOW
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訂 正

Vol･22no･6の ｢モスクワ滞在記 り (勝木 渥 )に誤植がありますので訂正 しま

す｡

573貢 18-19行目

それを含めて27人の研究スタッフがおり,他にテクニシャン,研究補助者など

○

○

アンダーライン部分を挿入

580頁 下から6行目

誤 そしてそれはわれらにとって

正 そしてそれはかれらにとって

581貢

誤 自由のための戦に塾生た

正 自由のための戦にたおれた
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編集後記

編 集 後 記

木枯らしが肌身にしみる季節です.A教室では10月から書籍購入差止oC教室ではも

う9月から差止めですよQ来年からあの雑誌はやめることに しましたO うちも気がっい

たら赤字ですよ,でも,培養基だけはなんとか確保 しないとoF校なんか数年前から研

究費は自己負担だそうだ｡大きな機械は維持費だけでも莫大なもの･京大理学部のバン

デブラーフ加速器 も12月は運転休止にしなければならなくなったそうだo最近 こんな

話が矢継早に耳に入って来ます｡インフレのもと,どこの大学にとっても師走の風は冷

めたそうです｡

必要な計器 もなく,燃料や食糧の補給 も乏しく,無方針に洋上を漂流させられた ｢む

っ｣が本当にひとごとと思われなくなりました｡ こんな時にこそ,物性研究者の共通の

｢ひろば｣を拡げるように, ｢物性研究｣を育てていただきたい,続けていきたいと,

編集委員会では考えています｡御協力下 さいo

(t K.)

物 性 研 究

第 23巻 第 3号

1974年 12月20日発行

発行人 川 崎 恭 治

京都市左京区北白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭和 堂印刷所

京都市上京区上長者町室町西入

TEL(441)1659(431)4789

発行所 物性研究刊行会

京都市左京区北白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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編集後記

編 集 後 記

木枯らしが肌身にしみる季節です.A教室では10月から書籍購入差止oC教室ではも

う9月から差止めですよQ来年からあの雑誌はやめることに しましたO うちも気がっい

たら赤字ですよ,でも,培養基だけはなんとか確保 しないとoF校なんか数年前から研

究費は自己負担だそうだ｡大きな機械は維持費だけでも莫大なもの･京大理学部のバン

デブラーフ加速器 も12月は運転休止にしなければならなくなったそうだo最近 こんな

話が矢継早に耳に入って来ます｡インフレのもと,どこの大学にとっても師走の風は冷

めたそうです｡

必要な計器 もなく,燃料や食糧の補給 も乏しく,無方針に洋上を漂流させられた ｢む

っ｣が本当にひとごとと思われなくなりました｡ こんな時にこそ,物性研究者の共通の

｢ひろば｣を拡げるように, ｢物性研究｣を育てていただきたい,続けていきたいと,

編集委員会では考えています｡御協力下 さいo

(t K.)

物 性 研 究

第 23巻 第 3号

1974年 12月20日発行

発行人 川 崎 恭 治

京都市左京区北白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭和 堂印刷所

京都市上京区上長者町室町西入

TEL(441)1659(431)4789

発行所 物性研究刊行会

京都市左京区北白川追分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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お知らせ

お 知 ら せ

- Progressに つ い て -

最近の物価の高騰で, Progress of≠eoreticalPhysics誌 (以下 Progressと略記)

の出版事情は一層深刻さを増してきています｡現状を端的に言いますと,科研費補助の

大巾増額の実現や研究者各位の御協力で購読数に大巾な減少がなかったことに支えられ

て,辛うじ■て出版の継続が可能であるという状況であります｡

しかし, 1975年については,直接出版費の3割の値上げは避 けられないなど事情は

更にきびしく,このまゝでは出版を続けることがきわめて困難な見通 しですO従って,

Progress編集部及び理論物理学刊行会 としましては,止むをえず次の措置をとること

になりました｡

(1) progress本文原稿の枚数制限を今少しきびしくする｡

(2)1975年会費を値上げする.
(1)については,Progress購読会員及び投稿者がおられる研究機関に既にお送 りした

｢Progress編集部からのお知らせとお願い｣を,こゝに資料 (1)として掲載させていただ

きます.(かこついては,インフレ下で肥大する財政状況では,印刷費の30% の値上げ
による支出増は約 1000万円に達し,これは運用面の努力でカバーできるものでなく,

結局主たる収入源である会費値上げに頼 らざるをえなくなりました｡ (資料α)を参照下

さい｡)刊行会としては,1974年に続いての会費値上げは何とか避けたいという気持ち

で検討しましたが,回避することは不可能でした｡しかし,科研費補助金が大巾に増額

されたことでもあり,別刷代金 (投稿料+別刷印刷費 )は 1974年に引続いて据置 くこ

とにします｡このようなProgressの財政事情をご理解いただくため, 資料恥 に収支の

経年変化を図示しましたので,ご参照下 さい｡ ( 1972年までの資料は, 素粒子論研究

vol.48No.1(1973)61頁 ;物性研究 Vol.21No.2(1973),124頁にあります｡)

なお,この際投稿者各位にお願いしたいこととして,このような厳 しい出版事情をご

理解下さって,印刷業務の過程で余分の労力と時間を費やすようなことを著者側から持

込まないでいたゞきたいと思います｡それは,大は著者校正時点での大巾な原稿修正か

ら,さまざま経験 しています｡これは,単に実費を支払えばすむということでなく,出版

を遅らせることになっている点が深刻です｡このような点に関連 して,資料 (Ⅳ)として

-189-



お知らせ

投稿者-の要望をまとめました｡近々 ｢投稿のしお り｣の改訂版 を出 しますので,投稿

のさいご参照下さるようお願いします｡

1974年 11月

Progress編集部

理 論 物 理 学 刊 行 会
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資 料

Progress編 集部 か らのお知 らせ とお願 い

- progress論文 (本文 )原稿の枚数制限について -

資 料 (I)

最近の物価の高騰のため,Progressの出版経費は急激に増加 し, 出版事情は深刻さ

の度をましてきています｡現在辛 うじて出版の継続が可能であるのは,昨年 8月以降の

原稿枚数制限に研究者各位のご理解があり,総頁数の増大が押えられたこと,科学研究

費の研究成果刊行費補助金の大巾増額が1974年度に実現 したこと,1974年1月号から

の会費値上げにもかかわらず,国内の個人及び研究機関の会員数 (購読部数 )に大きい

減少がなかったこと, という事情に依っています｡

しかし,印刷費,紙代の値上り,人件費増,更には予想される郵送費の値上げ等の一

連の支出増加を考えますと,現在の原稿枚数制限のままで出版を続けていくことは不可

能な事態に立至っています｡実際,毎月 1冊出版の予定に対 し, 8月末現在掲載決定済

の原稿は既に2冊分以上となり,このままでは積残しによる掲載の全体的遅れが深刻化

することは明らかです｡また,長年常に協力的であった印刷所 も,最近では印刷貢数を

減らしてほしいと要望する状況です｡

このような実情ですので,会費 (購読料 )の値上げによって出版費の増加をまかな う

にしましても,現在の財政状況と出版能力のもとでは,毎号の頁数を増やすことは不可

能です｡それどころか出版を遅らさないためには,原稿の枚数制限を今少しきびしくす

る措置をとるほかありません｡

今後投稿 される際には,以上のような事情を考慮され,内容の一層の向上と同時に,

表現をできる限り簡潔にするよう,格段のご配慮をいただきたく存 じます｡当方といた

しましても,1974年 11月 1日以降 (海外からの投稿は1975年 1月 1日以降 )に受理

される論文について,論文原稿一篇の長さに次の制限を設けさせていただきたく存 じますO

負) 原則として,投稿論文 (本文 )は標準原稿 1)で,図を含めて 2)30枚以内o

(b) 止むを得ない理由によって,論文の長さが30枚をこえる坂合 (他し,図を含

めて45枚以内 )は, レフェリーの意見にもとづいて編集会議が特に認めた論文

に限って掲載することにしますoなお,この場合には掲載が多 少おくれること
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資 料

註 1)A4の紙にdoublespace,pic°sizeで25行タイプしたものを標準原稿 1枚 と

します｡他の sizeの場合はpicasizeに換算 します｡(例えば,elitesizpでは約 20

行に対応｡)

2)図はグラフ1つ -原稿 1/2枚,袷 (illustrationのための簡単な図 )1つ - 原稿

1/4枚,と換算 しまiTo例えばあるFig.が(a),(帆 (C)よりなるときは,図は3つと数え

ますo

上記の制限によって,投稿者各位にご迷惑がかかることは当方も重々承知いたしてお

りますが,このままではProgressの刊行 自体 が不可能になる事態も予想されますので,

progressの現況をご諒案の上, よろしくご協力下さるようお願い致 します｡

1974年 8月

(追記 一編集室から-)

ProgressofTheoreticalPlYSics編集長

湯 川 秀 樹

(i) 会費値上げは,現在のインフレ状況では避けられず,1975年1月号より実施すること

になりますが,科研費による国庫補助が大巾に増額 したことでもあり,別刷代 (投稿

料+別刷作成費 )は現行のまま据置きます｡

(ii) 以前 (1973年 7月以前)に行なったことのある長文の論文の分割掲載の措置は,行

なってお りません｡

OiD 一律に 30枚以内とい うのでは,個々の研究の特殊性-の配慮が無さすぎるとお感 じ

になる方 もおられるかと存 じます｡出版の実情はきびしい点をご理解下さった上で,

なお 30枚以内では力作は投稿できないとい うような場合のために,(h)の例外的措置が

設けられています｡従ってこの場合には, レフェリーから編集会議の結論に至る段階
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資 料

での検討に,より時間がかかる点をあらかじめご諒解下さい｡

頼)最近,同じ原稿枚数でも刷上 り頁数が多くなる傾向があります｡標準原稿の基準で

原稿をととのえて下さるようお願いします｡

(V) 雑誌の各号には,枚数制限前に受理 した論文と新 しい規定実施後に受理 した論文が

同時に掲載されることがありますO掲載された論文の長短は,(a)と(b)の2つの場合が

あることの他,上記の事情もあることをご諒解下さい｡
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資 料

資 料(型)
Progressの会費値上 げについて

最近の出版経費の急騰のため, 1974年度の会費のまゝでは,Progressの出版を継続

することは不可能な事態に立至りました｡従って,理論物理学刊行会 としましては,

1975年 1月号 (Vol.53,No.1)よりの会費 (購読料)を以下のように値上げさせていた

だきます｡

(現行 ;値上率 )

国内個人 (Pr｡gressのみ ) 年間 9,600円 ( 7,5OO円 ;28970)

国内機関 (Supplementを含む ) ′′27,000円 (20,40()円 ;329ら)
海外個人 ( ′/ ) ′/20.000円 (15,()0()円 ;3370)

海外機関 ( ′/ ) ′/40,OO0円 (27,000円 .,48770)

現在の予想 としましては,この会費値上げによってさえ,出版経費の増加を完全にま

かない切れない状況です｡しかし,研究者各位のご協力によって,国内の個人及び研究

機関の購読数の減少を招かずに推移できれば,何 とか出版を維持できるものと思ってお

ります｡なお,別刷代金 (投稿料+別刷印刷費 )は,現行に据置きます｡

各位のご理解 をお願いする次第です｡

1974年 11月

理 論 物 理 学 刊 行 会
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資 料

投 稿 者 各 位 - の 要 望
資 料 (Ⅳ)

投稿論文が掲載決定になって印刷業務 に入った段階で,投稿者 がわずかな配慮 を

すれば避けられるものでありながら,余分の労力 ･時間 ･経費を費やすことがあります｡

それは,投稿規定通 りであれば勿論起 りえないことです｡刊行会 としましては,出来る

だけ著者の立場を理解 して処置することを考えていますが,印刷業務の過程で著者サイ

ドから持込まれる問題の処置のため雑誌の出版に遅れを招 くようなことも起っている現

状から,以下の点に特に御留意下さるよう投稿者各位に要望いたします｡

(1) 著者校正時点での大巾な原稿修正は認められていませんO原稿修正に対 しては,

実費を支払っていたゞきますが,これは経費の問題で済まず,出版のおくれを招き

他の投稿者に対 しても迷惑をかけることとなります｡ (現在出版のおくれをとり戻

すべ く刊行会 も努力 し,印刷所にも要求 している状況です｡)

(2) 綿密な著者校正をお願いします｡著者校正でのチェックは,まず完全に直 りますO

原稿中の 『要著者注意』には必ずご回答をお忘れなく｡

(3) 文字指定にっいてのお願い

○ 文中でイタリックにすべきもの,数式中で立体にすべきものには完全に指定 し

てください｡

数式中で立体にすべきものは cos,log,Re,Im,Sp,Tr,ln,exp (但 しβ

とすればイタリック),∑,IlなどですO (微分のdはイタリック)

○ 次のものは区別が困難です｡確実に指定 してください｡

-(/､イフン)と- (マイナス )

'(ァポス トロフイ)と ′ ( プライム)

1(イチ )と 1(ェル )

x(ェックス )と×(カケル )

o(ゼロ)と0 (大文字のオー )

o (degreesign)と0(上ツキゼロ)

手書きのときは,さらに次のようなばあいの指定が必要です｡

･ 十(ダガー )と+ (上ツキプラス )
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･ I(絶対値 )と1(イチ )

･ k と K(ギ), xとx(ギ), aとa(ギ)など, ローマ字と間違いやすい

ギリシア文字

･ C,k,O のように大文字 ･小文字の形が似たもの

(4)･活字にない文字記号は著者の工夫によ,,て避けてくださいo文章中に凸版が入る

ことになると,大変手数と時間がかかります｡

たとえば'- -く･画二,F魂 and E瑠--
のようなものは図にまとめて,記号をっけて文中で用いるべきです｡

･ ギリシア文字の下ツキゴチ,花文字ゴチは,ありません｡

･ γpをあらわすp'などは使わないでくださいo

(5) 図原稿には縮尺 (宛 とか,幅 6cmというように )および文字指定 (こちらで ト

レースのばあい )を書き入れてください｡ 図が正しく入 っているかどうか,著者校

正の際にしっかり確かめておいてください｡凸版のとりかえに時間をとられてしば

しば発行の遅れをもたらすため,製版後の図の変更は認められていません｡

Gf) 『投稿のしお り』改定版は, 1975年 3月頃出す予定ですO
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